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中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

一)

卵
生
篇

飯

田

さ
や
か

一

は
じ
め
に

『

竹
取
物
語』

は
中
世
以
降
、『

古
今
和
歌
集』
や

『

法
華
経』

の
注
釈
、
富
士
山
縁
起
な
ど
の
多
様
な
史
料
に
引
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
富

士
の
煙
や
富
士
の
祭
神
の
由
来
を
示
す
も
の
と
し
て

『
竹
取
物
語』

を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
現
在
伝
わ
る

『

竹
取
物
語』

と
は
や

や
異
な
っ
て
お
り
、
竹
取
説
話
も
し
く
は
中
世
竹
取
説
話

(
１)

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
例
え
ば

『

古
今
和
歌
集』

注
釈
書
の
中
世
竹
取
説
話
で
は
、
鶯

の
卵
か
ら
か
ぐ
や
姫
が
出
生
し
、
求
婚
難
題
譚
が
省
略
さ
れ
、
か
ぐ
や
姫
と
帝
と
の
結
婚
が
記
述
さ
れ
る
な
ど
、
極
め
て
特
徴
的
な
傾
向
が
見

出
せ
る
の
で
あ
る
。
現
在
、
中
世
竹
取
説
話
が
記
さ
れ
る
史
料
は
四
十
一
件
に
の
ぼ
る
。
そ
の
た
め
、
全
て
の
史
料
を
中
世
竹
取
説
話
と
し
て

一
括
に
検
討
す
る
の
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
、『

古
今
和
歌
集』

注
釈
書
や

『

法
華
経』

注
釈
な
ど
、
一
部
の
史
料
の
み
を
取
り
上
げ
て
論
じ

ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
中
世
竹
取
説
話
全
体
の
分
類
を
試
み
た
論
と
し
て
、
三
谷
栄
一
氏

(

２)

、
田
口
守
氏

(

３)

、
奥
津
春
雄
氏

(

４)

の
論

が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
説
話
の
内
容
や
説
話
を
引
く
史
料
の
分
野
に
よ
っ
て
詳
細
に
検
討
を
行
い
、
分
類
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
現
在
、
中
世
竹
取
説
話
を
記
す
史
料
は
、
諸
氏
が
分
類
を
行
っ
た
時
点
よ
り
も
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
既
存
の
分
類
方
法
で

中
世
竹
取
説
話
分
類
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再
検
討
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は
分
類
し
き
れ
な
い
史
料
が
出
て
き
て
お
り
、
新
た
な
分
類
方
法
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
管
見
の
限
り
の
四
十
一
件

の
中
世
竹
取
説
話
を
対
象
と
し
、
既
存
の
分
類
方
法
を
試
み
た
上
で
、
よ
り
汎
用
性
の
高
い
新
た
な
分
類
方
法
を
再
検
討
し
た
い
。
紙
幅
の
都

合
上
、
本
稿
で
は
か
ぐ
や
姫
が
竹
林
の
鶯
ま
た
は
竹
林
の
鶯
の
卵
な
ど
か
ら
出
生
す
る

｢

卵
生｣

の
説
話
の
み
を
対
象
と
し
、
検
討
を
行
う
。

か
ぐ
や
姫
が
竹
か
ら
出
生
す
る

｢

竹
生｣

の
説
話
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

二

中
世
竹
取
説
話
一
覧
お
よ
び
分
類
の
研
究
史

ま
ず
、
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
中
世
竹
取
説
話
四
十
一
件
を
次
の

〈

表
１〉

に
示
す
。

六
二

〈表１〉 中世竹取説話一覧 先行研究検討状況

※網掛けは卵生を示す 三谷 田口 奥津

1 『今昔物語集』 ○ ○ ○

2 『海道記』 ○ ○ ○

3 『富士縁起』 (金沢文庫)

4 『古今集注』 義 ○ ○ ○

5 『古今集注』 信 ○ ○ ○

6 『古今為家抄』 ○

7 『古今和歌集序聞書 三流抄』 ○ ○

8 『頓阿序注』 ○ ○

9 『毘沙門堂本古今集注』 ○ ○

10 『曽我物語』 真名本 ○ ○

11 『神道集』 ○

12 『詞林采葉抄』 富士山 ○ ○ ○

13 『和漢朗詠集和談鈔』

14 『了誉序注』 ○ ○

15 『三国伝記』 ○ ○ ○

16 『桂川地蔵記』 ○ ○ ○

17 『和歌百首註』 ／ 『別歌百首』 ○ ○

18 『源氏物語提要』 ○

19 『臥雲日件録抜尤』 ○ ○ ○

20 『当家聞書』

21 『聖徳太子伝拾遺抄』 ○

22 『塵荊抄』 ○

23 『一乗拾玉抄』

24 『法華経鷲林拾葉抄』 ｢浄明鏡事｣ ○

25 〃 ｢八酒縁起事｣

26 『聖徳太子伝正法論』 慶応本

27 『歌道寄合肝要集』

28 『富士山 (謡曲)』 ○ ○ ○

29 『本朝神社考』 ○ ○ ○

30 『東海道名所記』

31 『国名風土記』 ○

32 『富士山の本地』 ○ ○ ○

33 『富士山縁起』 (田辺家)

34 『富士山縁記』 (村山池西)

35 『富士山大縁起』 (円成)

36 『富士山略縁起』 (富士吉田)

37 『荊叢毒蘂』

38 『富士山略縁起』 (村山浅間)

39 『富士山縁起』 (村山浅間)

40 『富士山船霊明神縁記』

41 『富士大縁起』 (公文富士氏)



中
世
竹
取
説
話
を
お
お
よ
そ
成
立
年
順
に
並
べ
、
卵
生
の
説
話
を
網
掛
け
で
示
し
た
。
中
世
竹
取
説
話
四
十
一
件
の
う
ち
、
卵
生
の
説
話
は

二
十
二
件
で
あ
る
。
な
お
右
列
に
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
検
討
状
況
を
示
す
た
め
、
三
谷
氏
、
田
口
氏
、
奥
津
氏
の
論
で
検
討
さ
れ
て
い
る

説
話
に
丸
印
を
付
し
た
。

先
行
研
究
に
お
け
る
卵
生
の
説
話
の
検
討
状
況
を
見
て
み
る
と
、
２

『

海
道
記』

や
４

『

古
今
集
注』

義
、
５

『

古
今
集
注』

信
、
15

『

三

国
伝
記』

、
19

『
臥
雲
日
件
録
抜
尤』

、
28

『

富
士
山(

謡
曲)』

は
三
氏
す
べ
て
が
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
31

『

国
名
風
土
記』

は
三
谷
氏
の
み
、
21

『
聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄』

は
田
口
氏
の
み
が
検
討
し
て
い
る
。
同
様
に
、
６

『

古
今
為
家
抄』

、
22

『

塵
荊
抄』

、
24

『

法

華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』

｢

浄
明
鏡
事｣

は
奥
津
氏
の
み
が
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
７

『

古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄』

や
８

『

頓
阿
序

注』

、
９

『

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注』
、
14

『

了
誉
序
注』

は
田
口
氏
と
奥
津
氏
の
み
が
検
討
し
て
お
り
、
17

『

和
歌
百
首
註』

は
三
谷
氏
と
田

口
氏
の
み
が
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
お
け
る
検
討
状
況
に
は
、
非
常
に
幅
が
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
な
お
、

13

『

和
漢
朗
詠
集
和
談
鈔』

、
23

『

一
乗
拾
玉
抄』

、
25

『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』

｢

八
酒
縁
起
事｣

、
26

『

聖
徳
太
子
伝
正
法
論』

慶
応
本
、
27

『

歌
道
寄
合
肝
要
集』

、
36

『

富
士
山
略
縁
起

(
富
士
吉
田
市)』

の
六
件
は
、
何
れ
の
論
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。｢

は
じ
め
に｣

で

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
世
竹
取
説
話
全
体
の
分
類
を
行
う
上
で
、
既
存
の
分
類
方
法
に
拠
る
検
討
は
難
し
く
、
新
た
な
分
類
方
法
が
必
要
と

さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
以
下
、
先
行
研
究
に
お
け
る
分
類
方
法
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
た
上
で
、
新
た
な
分
類
を
試
み
て
い
く
。
卵
生

の
中
世
竹
取
説
話
の
本
文
を
す
べ
て
掲
出
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
都
合
上
難
し
い
た
め
、
要
素
ご
と
に
分
類
し
た
表
を
次
に
掲
出
す
る
こ
と
で
そ

の
代
わ
り
と
し
た
い
。
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〈表
２
〉
卵
生
の
中
世
竹
取
説
話

結
婚
の
有
無
※
①

形
見
(◎
は
破
鏡
)

時
代

舞
台
※
②

※
番

号
は

〈表
１

〉
一

覧
表

に
準

ず
る

帝
翁

国
司

拒
否

そ
の

他
不

死
薬

衣
他

鏡
孝

安
景

行
雄

略
欽

明
天

智
天

武
桓

武
駿

河
国

浅
間

郡
富

士
郡

富
士

山
麓

里
甲

斐
国

2
『海

道
記

』
天

○
(○

)
○

4
『古

今
集

注
』

義
翁

5
『古

今
集

注
』

信
翁

6
『古

今
為

家
抄

』
○

○
○

○
○

7
『古

今
和

歌
集

序
聞

書
三

流
抄

』
○

○
○

○

8
『頓

阿
序

注
』

○
翁

へ
○

○
(○

)
○

9
『毘

沙
門

堂
本

古
今

集
注

』
○

○
○

(○
)

○

13
『和

漢
朗

詠
集

和
談

鈔
』

○
○

○
○

○

14
『了

誉
序

注
』

○
翁

へ
○

(○
)

○

15
『三

国
伝

記
』

○
○

○
○

○

17
『和

歌
百

首
註

』
／

『別
歌

百
首

』
○

○
○

19
『臥

雲
日

件
録

抜
尤

』
○

○
○

○
○

(○
)

○

21
『聖

徳
太

子
伝

拾
遺

抄
』

○
○

○
○

(○
)

○

22
『塵

荊
抄

』
○

○
○

○
○

23
『一

乗
拾

玉
抄

』
○

◎
○

○
○

24
『法

華
経

鷲
林

拾
葉

抄
』

｢浄
明

鏡
事

｣
○

◎
○

○
○

25
〃

｢八
酒

縁
起

事
｣

○
○

○

26
『聖

徳
太

子
伝

正
法

論
』

慶
応

本
○

簪
・

扇
○

○
○

27
『歌

道
寄

合
肝

要
集

』
○

◎
○

か
ぬ

き

28
『富

士
山

(謡
曲

)』
皇

女
に

召
さ

れ
○

○
○

31
『国

名
風

土
記

』
○

○

36
『富

士
山

略
縁

起
』

(富
士

吉
田

)
○

○
○

○
○

(○
)

※
①

｢結
婚

の
有

無
｣

拒
否

欄
に

は
､

結
婚

を
拒

否
し

た
人

物
を

記
し

た
｡

※
②

｢舞
台

｣
に

お
い

て
､

(
)

は
本

文
中

に
明

記
さ

れ
て

い
な

い
も

の
の

､
前

後
の

文
脈

か
ら

駿
河

・
甲

斐
い

ず
れ

か
の

国
と

推
定

で
き

る
場

合
に

使
用

し
た

｡



〈

表
２〉

は
、〈

表
１〉

中
世
竹
取
説
話
一
覧
か
ら
卵
生
の
説
話
を
抽
出
し
、
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
説
話
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
示

す
た
め
、
出
生
、
結
婚
の
有
無
、
形
見
の
品
、
説
話
の
時
代
、
説
話
の
舞
台
の
項
目
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
部
分
に
丸
印
を
付
し
た
。
こ

れ
ら
の
項
目
は
中
世
竹
取
説
話
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
記
さ
れ
る
要
素
で
あ
り
、
各
説
話
の
特
徴
を
捉
え
る
上
で
重
要
な
指
標
で
あ
る
。
な
お
、
印

等
の
な
い
も
の
は
記
述
が
な
い
こ
と
を
示
す
。

〈

表
２〉

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
先
行
研
究
に
お
け
る
分
類
方
法
を
確
認
し
て
い
く
。
ま
ず
、
三
谷
栄
一
氏
は
七
件
の
卵
生
の
中
世
竹
取
説
話

を
対
象
と
し
て
い
る
。
氏
は

｢

竹
取
翁
譚
の
要
点
は
出
生
方
法
と
結
婚
の
有
無
、
結
末
の
三
点
で
あ
る｣

と
し
、｢

出
生
方
法
の
う
ち
、
鶯
系

は
口
誦
伝
承
で
あ
ろ
う｣
と
指
摘
す
る
。
厳
密
に
い
え
ば
分
類
ま
で
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
中
世
竹
取
説
話
の
要
点
を
簡
潔
に
指
摘
し
て
お
り
、

氏
の
指
摘
す
る
出
生
方
法
、
結
婚
の
有
無
、
結
末
の
三
点
は
中
世
竹
取
説
話
分
類
に
あ
た
っ
て
の
重
要
な
柱
と
い
え
よ
う
。

続
い
て
田
口
守
氏
は
十
二
件
の
卵
生
の
中
世
竹
取
説
話
を
対
象
と
し
、
三
つ
に
分
類
を
行
っ
て
い
る
。
氏
は
卵
生
の
説
話
を

｢

鶯
姫
型｣

と

規
定
し
た
上
で
、
帝
と
の
結
婚
の
有
無
に
よ
っ
て
Ａ

(

帝
と
結
婚)

と
Ｂ

(

帝
の
求
婚
拒
否)

の
二
類
に
分
け
て
い
る
。
さ
ら
に
Ａ
類
を
二
つ

に
分
け
て
一
方
を

｢

中
世
の
鶯
姫
型
竹
取
翁
伝
説
の
基
本
形｣

と
し
、
も
う
一
方
を
そ
の
変
形
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
区
別
す
る
た
め
の
目
安

を
提
示
し
て
い
る
。
氏
の
分
類
お
よ
び
分
類
目
安
を
私
に
ま
と
め
た
も
の
を
次
に
示
す
。
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鶯
姫
型
Ｂ

鶯
姫
型
Ａ
類
Ⅱ
型

鶯
姫
型
Ａ
類
Ⅰ
型

分
類
型

『

海
道
記』

、

『

古
今
集
注』

義
・
信

(

論
中
で
は
為
家

『

古
今
集
注』)

『

了
誉
序
注』

、『

三
国
伝
記』

、『

臥
雲
日
件
録
抜
尤』

、

『

聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄』

『

古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄』

、『

頓
阿
序
注』
、

『

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注』

史
料
名

帝
の
求
婚
を
拒
否

地
名
に
富
士
が
付
く
／
金
色
の
形
容
な
し
／
日
数
・
年
数
の
明

示
な
し
／
鏡
を
胸
に
置
か
な
い

駿
河
国
／
金
色
の
鶯
の
卵
／
七
日
目
に
生
ま
れ
る
／
勅
使
の
存

在
／
三
年
で
の
帰
還
／
形
見
の
鏡
／
鏡
を
胸
に
置
い
て
寝
る
／

公
卿
僉
議

分
類
目
安



氏
は
、『

和
歌
百
首
註』

と

『

富
士
山』

(

謡
曲)

に
つ
い
て
は
論
中
で
明
確
に
分
類
し
て
い
な
い
が
、
当
時
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
ほ
ぼ
す

べ
て
の
卵
生
の
中
世
竹
取
説
話
を
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
分
類
に
、
氏
が
分
類
を
し
て
い
な
い

『

古
今
為
家
抄』

、『

和
漢
朗
詠
集
和
談
鈔』

、

『

和
歌
百
首
註』

、『

塵
荊
抄』

、『

一
乗
拾
玉
抄』

、『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄』

｢

浄
明
鏡
事｣

、『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄』

｢

八
酒
縁
起
事｣

、『

聖

徳
太
子
伝
正
法
論』

、『

歌
道
寄
合
肝
要
集』

、『

国
名
風
土
記』

、『

富
士
山
略
縁
起

(

富
士
吉
田)』

の
十
一
件
を
当
て
は
め
て
分
類
し
て
み
る

と
、『

古
今
為
家
抄』
と

『

塵
荊
抄』

は

｢

鶯
姫
型
Ａ
類
Ⅰ
型｣

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、『

聖
徳
太
子
伝
正
法
論』

は
Ａ
類
Ⅰ

型
の
分
類
目
安
を
ほ
ぼ
満
た
し
て
い
る
一
方
で
、
公
卿
僉
議
の
要
素
が
足
り
ず
、
何
れ
に
も
分
類
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、｢

鶯
姫
型
Ａ
類
Ⅱ

型｣

は
、
氏
の
指
摘
す
る
分
類
目
安
の
何
れ
か
を
満
た
さ
な
い
が
為
に
、
分
類
で
き
た
説
話
は
な
い
。『

和
漢
朗
詠
集
和
談
鈔』

、『

和
歌
百
首

註』

、『

一
乗
拾
玉
抄』

、『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄(

浄
明
鏡
事)』

が
こ
の
型
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
当
て
は
ま
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
が
多
い
。

ま
た
、『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄(

八
酒
縁
起
事)』

、『

歌
道
寄
合
肝
要
集』

、『

国
名
風
土
記』

、『

富
士
山
略
縁
起

(

富
士
吉
田)』

の
四
件
は
何
れ

の
型
に
も
類
似
し
て
お
ら
ず
、
分
類
不
能
と
な
っ
た
。

以
上
、
田
口
氏
の
分
類
に
基
づ
い
て
中
世
竹
取
説
話
の
分
類
を
試
み
た
が
、
冒
頭
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
分
類
し
き
れ
な
い
説
話
が
多
く

あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
分
類
に
当
た
っ
て
の
分
類
要
素
が
少
し
細
か
い
こ
と
が
原
因
と
言
え
よ
う
。『

和
漢
朗
詠
集
和
談
鈔』

、『

和
歌

百
首
註』

、『

一
乗
拾
玉
抄』

、『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄

(
浄
明
鏡
事)』

が

｢

鶯
姫
型
Ａ
類
Ⅱ
型｣

に
当
て
は
め
き
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
も
う

少
し
緩
や
か
な
分
類
要
素
を
設
定
す
る
必
要
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
奥
津
春
雄
氏
の
分
類
を
見
て
い
く
。
氏
は
、
田
口
氏
の
分
類
を
踏
ま
え
た
上
で

｢

中
世
竹
取
説
話
に
独
特
の
、
鶯
姫
と
形
見
の
鏡
、

特
に
鶯
姫
の
モ
チ
ー
フ
は
、
和
歌
の
世
界
で
ま
ず
成
立
し
、
そ
れ
が
寺
社
縁
起
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
鶯
姫
は
固
有
名
詞

で
な
く
、
美
文
の
中
の
装
飾
的
呼
称
と
思
わ
れ
る
こ
と｣

と
い
っ
た
理
由
に
よ
り
、｢

①
中
世
古
今
注
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
、
及
び
そ
の

系
統
の
も
の｣

、｢

②
寺
社
縁
起
関
係
の
も
の
、
及
び
こ
れ
に
類
す
る
も
の｣

、｢

③

『
源
氏
物
語』

の
注
釈
書
類
に
現
れ
る
も
の｣

の
三
種
に
分

類
し
て
い
る
。
奥
津
氏
の
分
類
を
私
に
整
理
し
た
も
の
を
次
に
提
示
す
る
。

六
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氏
は

『

今
昔
物
語
集』
を
除
く
十
九
件
の
中
世
竹
取
説
話
を
、
引
用
さ
れ
て
い
る
史
料
の
分
野
に
よ
っ
て
大
ま
か
に
分
類
し
て
い
る
。
論
中

で
は
、『

塵
荊
抄』

に
つ
い
て
明
確
に
分
類
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
か
ら
見
て
①
中
世
古
今
注
系
に
属
す
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
氏
は
、

①
中
世
古
今
注
系
の
一
部
を

(
１)

『

古
今
集
注』

義
・
信
、(

２)
『

古
今
為
家
抄』

・『

古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄』

・『

頓
阿
序
注』

・『

毘

沙
門
堂
本
古
今
集
注』

、(

３)
『

了
誉
序
注』

の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
お
お
よ
そ
田
口
氏
の
見
解

と
同
一
で
あ
り
、(

１)

は

｢

鶯
姫
型
Ｂ｣
、(
２)

は

｢

鶯
姫
型
Ａ
類
Ⅰ
型｣

、(

３)

は

｢

鶯
姫
型
Ａ
類
Ⅱ
型｣

に
対
応
し
て
い
る
。
奥
津
氏

は
、
説
話
が
引
か
れ
て
い
る
史
料
の
分
野
に
よ
っ
て
ま
ず
緩
や
か
に
分
類
し
、
そ
の
上
で
よ
り
細
か
い
分
類
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

②
寺
社
縁
起
系
と
③

『

源
氏
物
語』

注
釈
書
系
は
い
ず
れ
も
竹
生
の
説
話
で
あ
る
。

氏
の
分
類
に
拠
れ
ば
、
卵
生
は
す
べ
て
①
中
世
古
今
注
系
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
分
類
は
、
中
世
竹
取
説
話
が
多
く
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
現
在
に
お
い
て
は
、
い
さ
さ
か
大
ま
か
す
ぎ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば

『

和
漢
朗
詠
集
和
談
鈔』

は

『

三
国
伝
記』

と
ほ
ぼ

同
文
で
あ
り
、
前
者
を
素
材
と
し
て
後
者
が
成
立
し
た
経
緯
が
あ
る
と
の
指
摘
が
す
で
に
あ
る

(

５)

た
め
、
①
中
世
古
今
注
系
に
分
類
す
る
こ
と
に

疑
問
は
な
い
。
一
方
、『

聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄』

、『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄』
八
酒
縁
起
事
、『

聖
徳
太
子
伝
正
法
論』

、『

歌
道
寄
合
肝
要
集』

、

『

国
名
風
土
記』

、『

富
士
山
略
縁
起

(

富
士
吉
田)』

を
①
中
世
古
今
注
系
に
分
類
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
例
え
ば

『

歌
道
寄
合

肝
要
集』

は
連
歌
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、〈

表
２〉

を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
翁
と
結
婚
し
、｢

か
ぬ
き
の
里｣

が
舞
台
に
設
定
さ
れ
る
な
ど
、

他
の
中
世
竹
取
説
話
と
は
異
な
る
説
話
で
あ
る
。『

聖
徳
太
子
伝
正
法
論』

も
同
様
で
あ
り
、
形
見
の
品
と
し
て
鏡
に
加
え
て
簪
と
扇
が
残
さ

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

一)

六
七

③

『

源
氏
物
語』
注
釈

②
寺
社
縁
起
系

①
中
世
古
今
注
系

分
類
型

『

源
氏
物
語
提
要』

『

神
道
集』

、『

詞
林
采
葉
抄』

、『

桂
川
地
蔵
記』

、『

本
朝
神
社
考』

、『

富
士
山
の
本
地』

『

海
道
記』

、『

古
今
集
注』

義
・
信
、『

古
今
為
家
抄』

、『

古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄』

、『

頓
阿
序
注』

、『

毘
沙
門
堂
本
古
今
集

注』

、『

了
誉
序
注』

、『

三
国
伝
記』

、『

臥
雲
日
件
録
抜
尤』

、『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』

浄
明
鏡
事
、『

富
士
山』

謡
曲
、(『

塵
荊
抄』)

史
料
名



れ
て
お
り
、
①
中
世
古
今
注
系
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
分
類
に
当
て
は
め
る
こ
と
も
難
し
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
先
行
研
究
の
分
類
法
に
拠
っ
て
、
現
在
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
卵
生
の
中
世
竹
取
説
話
の
分
類
を
試
み
て
き
た
が
、
ど
う
し
て

も
分
類
し
き
れ
な
い
史
料
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
田
口
氏
は
、
分
類
目
安
を
細
か
く
設
定
す
る
こ
と
で
、｢

鶯
姫
型
Ａ
類
Ⅰ
型｣

の
よ
う
に

｢

中
世
の
鶯
姫
型
竹
取
翁
伝
説
の
基
本
形｣

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
分
類
目
安
が
細
か
い
が
故
に
分
類
か

ら
外
れ
て
し
ま
う
史
料
が
出
て
き
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
奥
津
氏
は
、
田
口
氏
の
分
類
を
踏
ま
え
、
説
話
を
引
用
す
る
史
料

の
分
野
に
よ
る
、
緩
や
か
な
分
類
法
を
提
示
し
て
い
る
。
氏
の
方
法
は
、
中
世
竹
取
説
話
の
概
要
を
大
ま
か
に
捉
え
、
細
か
な
分
類
目
安
に
捉

わ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
ご
と
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
氏
の
分
類
方
法
に
従
う
と
、
卵
生
の
中
世
竹
取
説
話
は
ほ
ぼ
す
べ

て
が
中
世
古
今
集
注
の
系
統
、
影
響
下
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
中
世
竹
取
説
話
の
中
で

『

古
今
集』

注
釈
書
に
引
か
れ

た
記
事
の
影
響
は
大
き
く
、
影
響
を
受
け
た
史
料
も
か
な
り
多
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
史
料
の
間
に
も
細
々
と
し
た
違

い
は
認
め
ら
れ
る
た
め
、
も
う
少
し
分
類
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
次
章
で
は
中
世
竹
取
説
話
の
新
た
な
分
類
法
を
検
討
し
て
い
く
。

三

中
世
竹
取
説
話
分
類
案

三
―
一
、
結
婚
の
有
無
に
よ
る
第
一
分
類

二
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
分
類
目
安
の
設
定
方
法
に
よ
っ
て
は
、
ど
こ
に
も
属
さ
な
い
説
話
が
出
て
く
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
特
に
、

田
口
氏
の
論
に
お
い
て

｢

鶯
姫
型
Ａ
類
Ⅰ
型｣

の
分
類
目
安
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
卵
が
光
る
描
写
や
勅
使
の
有
無
、
公
卿
僉
議
な
ど
は
、

史
料
に
よ
っ
て
は
記
述
が
省
略
さ
れ
た
だ
け
の
可
能
性
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
奥
津
氏
の
よ
う
に
説
話
を
引
用
す
る
史
料
の
分

野
と
い
っ
た
緩
や
か
な
条
件
の
み
を
設
定
し
た
場
合
も
、
す
べ
て
の
史
料
を
分
類
し
き
れ
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
様
々
な
史
料
に
引
用
さ

れ
る
中
世
竹
取
説
話
を
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
分
類
す
る
た
め
の
項
目
を
い
く
つ
か
の
段
階
に
分
け
て
設
定
し
、
説
話
に
お
い
て
必
ず
記

六
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さ
れ
る
要
素
を
上
位
に
設
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

竹
取
説
話
で
必
ず
記
さ
れ
る
要
素
と
し
て
は
、｢

か
ぐ
や
姫
の
出
生｣

と

｢

か
ぐ
や
姫
の
結
婚
の
有
無｣

の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
三
谷
氏
も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
中
世
竹
取
説
話
の
特
徴
を
捉
え
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
前
者
の
出
生
に
関
し

て
は

〈

表
２〉
に
示
し
た
よ
う
に
既
に
分
類
し
て
い
る
た
め
、
ま
ず

｢

か
ぐ
や
姫
の
結
婚
の
有
無｣

に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

卵
生
の
中
世
竹
取
説
話
二
十
二
件
の
う
ち
、『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』

八
酒
縁
起
事
、『

国
名
風
土
記』

を
の
ぞ
く
二
十
件
に
は
結
婚
の
有
無

に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
っ
た
。『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』
八
酒
縁
起
事
お
よ
び

『

国
名
風
土
記』

は
、
何
れ
も
他
の
説
話
の
よ
う
に
富
士
の
煙

も
し
く
は
富
士
の
祭
神
の
由
来
を
記
す
記
事
で
は
な
い
。
卵
生
の
中
世
竹
取
説
話
の
中
で
も
、
説
話
の
本
来
的
な
意
味
を
失
っ
た
、
単
な
る
引

用
記
事
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
件
に
関
し
て
は
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
が
、
一
先
ず
Ａ
【
結
婚
な
し
】
に
分
類
し
て
お
く
。

結
婚
の
有
無
に
よ
る
分
類
の
結
果
、
か
ぐ
や
姫
が
結
婚
す
る
Ｂ
【
結
婚
あ
り
】
の
型
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
史

料
の
内
容
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、
Ａ
【
結
婚
な
し
】
は
、
単
に
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
と
結
婚
を
拒
否
す
る
場
合
、
そ
の
他

(

皇
女
と
な
る

場
合)

の
三
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
る
た
め
、
更
に
分
類
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
、｢

ａ
結
婚
拒
否｣

、｢

ｂ
記
述
な

し｣

、｢

ｃ
そ
の
他｣

の
分
類
項
目
を
設
定
す
る
。
一
方
、
Ｂ

｢

結
婚
あ
り｣

は

『
歌
道
寄
合
肝
要
集』

の
翁
と
結
婚
す
る
一
例
を
除
き
、
全
て

帝
と
結
婚
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
結
婚
相
手
と
し
て

｢

ａ
帝｣

と

｢

ｂ
翁｣

の
二
つ
を
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
分
類
の
結
果
を
次
に
示

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

一)

六
九

Ｂ
結
婚
あ
り

Ａ
結
婚
な
し

分
類
型

『

古
今
為
家
抄』

、『

古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄』

、『

頓
阿
序
注』

、『

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注』

、『

和
漢
朗
詠
集
和
談
鈔』

、『

了
誉

序
注』

、『

三
国
伝
記』

、『

和
歌
百
首
註』

、『

臥
雲
日
件
録
抜
尤』

、『

聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄』

、『

塵
荊
抄』

、『

一
乗
拾
玉
抄』

、『

法

華
経
鷲
林
拾
葉
抄』
浄
明
鏡
事
、『

聖
徳
太
子
伝
正
法
論』

慶
応
本
、『

歌
道
寄
合
肝
要
集』

、『

富
士
山
略
縁
起』

(

富
士
吉
田)

『
海
道
記』

、『

古
今
集
注』

義
、『

古
今
集
注』

信
、『

富
士
山

(

謡
曲)』

(『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』

八
酒
縁
起
事
、『

国
名
風
土
記』

※
引
用
記
事)

史
料
名



す
。分

類
の
結
果
、
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
ず
、
Ａ

ａ

【

結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否】

を
見
て
い
く
。
こ
の
グ
ル
ー
プ

に
は

『

海
道
記』

と

『

古
今
集
注』

義
・
信
が
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、〈

表
２〉

を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
結
婚
を
拒
否
す
る
人
物
が
異

な
る
。『

海
道
記』

で
は
帝
が
求
婚
し
た
後

｢

諸
の
天
、
此
を
知
り
て
、
玉
の
枕
、
金
の
釵
、
い
ま
だ
手
な
れ
ざ
る
先
に
、
飛
車
を
下
し
て
迎

へ
て
天
に
上
り
ぬ｣ (

６)

と
あ
る
よ
う
に

｢

天

(

天
人)｣

が
帝
の
求
婚
を
拒
否
し
、
か
ぐ
や
姫
の
結
婚
を
阻
止
し
て
い
る
。
一
方
、『

古
今
集
注』

義
で
は

｢

こ
の
翁
が
お
も
は
く
い
み
じ
き
み
か
ど
申
と
も
、
な
を
下
界
の
王
な
ん
ど
は
む
こ
に
と
ら
じ
と
お
も
ひ
て
、
帝
尺
に
た
て
ま
つ
ら
む

の
心
ざ
し
ふ
か
く
て
…
…｣ (

７)

と
あ
り
、『

古
今
集
注』

信
で
は

｢
此
翁
、
い
み
じ
く
と
も
此
日
本
の
人
を
ば
む
こ
に
と
ら
じ
と
思
て
…
…｣ (

８)

と

｢

翁｣

が
帝
や
上
達
部
な
ど
か
ら
の
求
婚
を
拒
み
、
結
婚
を
拒
否
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
の
拒
否
者
が
異
な
る
た
め
、
更
な
る
分
類
項
目

を
設
定
し
て
分
類
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
Ａ

ｂ

【

結
婚
な
し
―
記
述
な
し】

の

『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』

八
酒
縁
起
事
、『

国
名
風
土

記』

は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
系
統
で
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
が
、
現
時
点
で
は
適
切
な
分
類
項
目
が
設
定
出
来
な
い
た
め
、
一
先
ず
こ
こ
で
分
類

を
終
了
と
す
る
。
Ａ

ｃ

【

結
婚
な
し
―
そ
の
他】

(

皇
女
と
な
る)

も
、『

富
士
山

(
謡
曲)』

の
み
が
分
類
さ
れ
て
い
る
た
め
、
更
な
る
分
類

七
〇

Ｂ
結
婚
あ
り

Ａ
結
婚
な
し 分

類
型ｂ

翁
ａ
帝

ｃ
そ
の
他

ｂ
記
述
な
し

ａ
結
婚
拒
否

『

歌
道
寄
合
肝
要
集』

『

古
今
為
家
抄』

、『

古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄』

、『

頓
阿
序
注』

、『

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注』

、『

和
漢
朗
詠
集
和
談
鈔』

、

『
了
誉
序
注』

、『

三
国
伝
記』

、『

和
歌
百
首
註』

、『

臥
雲
日
件
録
抜
尤』

、『

聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄』

、『

塵
荊
抄』

、『

一
乗
拾
玉

抄』
、『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄』
｢

浄
明
鏡
事｣

、『

聖
徳
太
子
伝
正
法
論』

慶
応
本
、『

富
士
山
略
縁
起』

(

富
士
吉
田)

『

富
士
山

(

謡
曲)』

『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』

八
酒
縁
起
事
、『

国
名
風
土
記』

『

海
道
記』

、『

古
今
集
注』

義
、『

古
今
集
注』

信

史
料
名



は
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
続
い
て
、
Ｂ

ａ

【

結
婚
あ
り
―
帝】

を
確
認
し
て
い
く
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
た
史
料
は
非
常
に
多
く
、

古
今
集
注
の
系
統
が
多
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
更
な
る
分
類
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
Ｂ

ｂ

【

結
婚
あ
り
―
翁】

は

『

歌
道
寄
合
肝
要
集』

の
み

が
分
類
で
き
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
孤
立
し
た
竹
取
説
話
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
Ｂ

ａ
の
分
類
は
次
項

｢

三
―
二
、
形
見
の
品
に
よ

る
第
二
分
類｣
で
検
討
す
る
。

三
―
二
、
形
見
の
品
に
よ
る
第
二
分
類

こ
こ
ま
で
の
結
婚
の
有
無
に
よ
る
分
類
に
よ
り
、
卵
生
の
竹
取
説
話
二
十
二
件
は
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
た
。
し
か
し
、
Ａ

ａ

【

結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否】

お
よ
び
Ｂ

ａ

【

結
婚
あ
り
―
帝】

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
分
類
項
目
を
設
定
し
て
分
類
す
る
必
要
が
あ
る
。
続

い
て
分
類
項
目
に
設
定
す
る
の
は
、｢
結
婚
の
有
無｣

に
続
い
て
多
く
記
さ
れ
て
い
る
要
素
と
し
て
、｢

形
見
の
品｣

が
適
当
で
あ
る
。

Ａ

ａ

【

結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否】

は
形
見
の
品
の
有
無
に
よ
っ
て
明
確
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
一
方
、
Ｂ

ａ

【

結
婚
あ
り
―
帝】

は
も

れ
な
く
形
見
の
品
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、｢
形
見
の
品
の
種
類｣

に
よ
っ
て
分
類
項
目
を
設
定
す
る
。｢

形
見
の
品
の
種
類｣

と
し
て
は
、
中

世
竹
取
説
話
の
特
徴
で
あ
る
形
見
の
鏡
が
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も

｢

鏡
の
み
が
残
さ
れ
る
場
合｣

と

｢

鏡
と
不
死
薬
が
残
さ
れ
る
場
合｣

、

｢

鏡
と
そ
の
他
の
物

(

か
ん
ざ
し
な
ど)

が
残
さ
れ
る
場
合｣
と
に
分
か
れ
る
。｢

鏡
と
不
死
薬
が
残
さ
れ
る
場
合｣

は
、『

竹
取
物
語』

の
要

素
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
判
断
し
、｢

鏡
の
み
が
残
さ
れ
る
場
合｣

と
同
様
の
分
類
と
す
る
。
後
者
の
、
鏡
と
そ
の
他
の
物
が
残
さ
れ
る

場
合
は
新
た
な
要
素
の
追
加
と
判
断
し
、
別
の
分
類
と
す
る
。
分
類
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

一)

七
一



Ａ
群
に
関
し
て
は
、
こ
れ
以
上
の
分
類
は
不
可
能
で
あ
る
。
Ａ

ａ
／
Ⅰ
は

『

古
今
和
歌
集』

注
釈
書
の
中
世
竹
取
説
話
の
う
ち
、
結
婚
を

し
な
い
群
が
分
類
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。『
古
今
和
歌
集』

注
釈
書
の
説
話
は
結
婚
を
す
る
場
合
が
多
い
た
め
、『

古
今
集
注』

義
・
信
の
特

異
性
が
見
て
取
れ
よ
う
。
ま
た
、
Ａ

ａ
／
Ⅱ
は
現
時
点
で
は

『

海
道
記』

の
み
が
分
類
さ
れ
た
。『

海
道
記』

は
鶯
姫
の
語
が
現
れ
る
中
世
竹

取
説
話
の
中
で
最
も
早
い
史
料
で
あ
り
、
竹
取
説
話
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
が
、
孤
立
し
た
位
置
に
あ
る
説
話
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。Ｂ

群
に
関
し
て
は
、
Ｂ

ａ
／
Ⅱ
は

『

聖
徳
太
子
伝
正
法
論』
慶
応
本
の
み
で
あ
る
一
方
、
依
然
と
し
て
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
史

料
が
多
い
。
こ
の
後
、
更
な
る
分
類
項
目
を
設
定
し
、
分
類
を
行
っ
て
い
く
。

三
―
三
、
説
話
の
時
代
お
よ
び
舞
台
に
よ
る
分
類

こ
こ
ま
で
、
卵
生
の
竹
取
説
話
の
分
類
は
だ
い
ぶ
進
ん
で
き
た
が
、
未
だ
Ｂ

ａ
／
Ⅰ

【

卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(+

不
死
薬)】

に
分

類
さ
れ
る
説
話
が
多
く
あ
る
。
既
に
分
類
項
目
と
し
て
設
定
し
て
き
た
、
結
婚
の
有
無
、
形
見
の
品
な
ど
に
続
き
、
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多

七
二

Ｂ
結
婚
あ
り

Ａ
結
婚
な
し

分
類
型

ａ
帝

ａ
結
婚
拒
否

Ⅱ
鏡
＋
そ
の
他

Ⅰ
鏡

(

＋
不
死
薬)

Ⅱ
形
見
の
品
あ
り

Ⅰ
形
見
の
品
な
し

『

聖
徳
太
子
伝
正
法
論』

慶
応
本

『

古
今
為
家
抄』

、『

古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄』

、『

頓
阿
序
注』

、『

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注』

、『

和

漢
朗
詠
集
和
談
鈔』

、『

了
誉
序
注』

、『

三
国
伝
記』

、『

和
歌
百
首
註』

、『

臥
雲
日
件
録
抜
尤』

、『

聖

徳
太
子
伝
拾
遺
抄』

、『

塵
荊
抄』

、『

一
乗
拾
玉
抄』

、『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄』

｢

浄
明
鏡
事｣

、『

富
士

山
略
縁
起』

(

富
士
吉
田)

『

海
道
記』

『

古
今
集
注』

義
、『

古
今
集
注』

信

史
料
名



い
要
素
は

｢

説
話
の
時
代｣

と

｢

説
話
の
舞
台｣

で
あ
る
。
説
話
の
時
代
と
は
、
説
話
の
本
文
中
に
お
い
て
ど
の
帝
の
御
代
で
あ
る
か
を
記
し

た
部
分
を
指
し
、
今
回
対
象
と
す
る
史
料
で
は
孝
安
、
欽
明
、
天
智
、
天
武
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『

和
歌
百
首
註』

で
は
記
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
設
定
な
し
に
分
類
す
る
。
時
代
に
よ
っ
て
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
を
さ
ら
に
分
類
し
た
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

分
類
結
果
を
見
て
い
く
と
、
ま
ず
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
孝
安
天
皇】

に
は

『

和
漢
朗
詠
集
和

談
鈔』

、『

三
国
伝
記』

が
分
類
さ
れ
た
。
両
者
は
す
で
に
黒
田
彰
氏

(

９)

が
前
者
か
ら
後
者
へ
の
影
響
を
指
摘
し
て
お
り
、
今
回
の
分
類
で
も
同
様

の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
欽
明
天
皇】

に
は
六
件
の
史
料
が
分
類
さ
れ
た
が
、

説
話
の
舞
台
が
浅
間
郡
と
富
士
郡
と
で
分
か
れ
て
い
る
。
順
番
は
前
後
す
る
が
、
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死

薬)

―
天
武
天
皇】

も
同
様
で
あ
り
、
駿
河
国
と
富
士
郡
・
富
士
山
麓
が
舞
台
の
史
料
が
あ
る
。
舞
台
の
違
い
に
よ
っ
て
説
話
の
内
容
も
異
な
っ

て
い
る
た
め
、
説
話
の
舞
台
に
よ
る
分
類
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―

天
智
天
皇】

お
よ
び
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
設
定
な
し】

は
現
時
点
で
は
単
独
の
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
。Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�
お
よ
び
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�
を
説
話
の
舞
台
に
よ
っ
て
分
類
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

一)

七
三

Ｂ
結
婚
あ
り

分
類
型

ａ
帝

Ⅰ
鏡

(
＋
不
死
薬)�

設
定
な
し

�
天
武

�
天
智

�
欽
明

�
孝
安

『

和
歌
百
首
註』

『

古
今
和
歌
集
序
聞
書

三
流
抄』

、『

塵
荊
抄』

、『

一
乗
拾
玉
抄』

、『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄』

『

臥
雲
日
件
録
抜
尤』

『

古
今
為
家
抄』

、『

頓
阿
序
注』

、『

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注』

、『

了
誉
序
注』

、『

聖
徳
太
子
伝

拾
遺
抄』

、『

富
士
山
略
縁
起』

(

富
士
吉
田)

『

和
漢
朗
詠
集
和
談
鈔』

、『

三
国
伝
記』

史
料
名



史
料
数
の
多
い
Ｂ

ａ
／
Ⅰ

【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)】

に
属
す
る
竹
取
説
話
を
、
時
代
と
舞
台
に
よ
る
分
類
を
加
え
る

こ
と
で
よ
り
細
や
か
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
分
類
に
よ
り
、
Ｂ
群
は
古
今
集
注
の
多
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
古
今
集
注
系
統
と

ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
要
素
を
持
つ
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

四

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
卵
生
の
中
世
竹
取
説
話
二
十
二
件
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
応
じ
て
分
類
項
目
を
設
定
し
、
分
類
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

十
三
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。(

本
稿
最
終
頁

〈

表
３〉)

大
ま
か
な
分
類
と
し
て
は
、
ま
ず
Ａ

【

結
婚
な
し】

六
件
、
Ｂ

【

結
婚
あ
り】

十
六
件
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
Ａ

【

結
婚
な
し】

に
分

類
さ
れ
る
中
世
竹
取
説
話
は
現
時
点
で
は
数
が
少
な
く
、
分
類
も
容
易
で
あ
る
。
た
だ
し
、
姫
の
結
婚
が
記
さ
れ
な
い
と
は
い
え
、
結
婚
を
拒

否
す
る
場
合
と
単
に
記
述
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
他

(

皇
女
と
な
る)

に
分
か
れ
る
。
ま
た
、
結
婚
を
拒
否
す
る
場
合
、『

竹
取
物
語』

と
同

様
に
形
見
の
品
が
残
さ
れ
る
も
の
と
残
さ
れ
な
い
も
の
に
分
か
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
を
踏
ま
え
、
結
婚
の
有
無
と
形
見
の
品
の
有
無
に
よ
っ

七
四

Ｂ
結
婚
あ
り

分
類
型

ａ
帝

Ⅰ
鏡

(

＋
不
死
薬)�

天
武

�
欽
明

②
富
士
郡

富
士
山
麓

①
浅
間
郡

②
富
士
郡

富
士
山
麓

①
浅
間
郡

『

一
乗
拾
玉
抄』

、『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄』

『

古
今
和
歌
集
序
聞
書

三
流
抄』

、『

塵
荊
抄』

『

了
誉
序
注』

、『

聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄』

、『

富
士
山
略
縁
起』

(

富
士
吉
田)

『

古
今
為
家
抄』

、『

頓
阿
序
注』

、『

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注』

史
料
名



て
分
類
し
た
結
果
、
Ａ

【

結
婚
な
し】

群
は
以
下
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

●１
Ａ

ａ
／
Ⅰ

【

結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否
―
形
見
の
品
な
し】

(『

古
今
集
注』

義
、『

古
今
集
注』

信)

●２
Ａ

ａ
／
Ⅱ

【

結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否
―
形
見
の
品
あ
り】

(『

海
道
記』)

●３
Ａ

ｂ

【
結
婚
な
し
―
記
述
な
し】

(『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』

八
酒
縁
起
事
、『

国
名
風
土
記』)

●４
Ａ

ｃ

【

結
婚
な
し
―
そ
の
他】

(『

富
士
山

(

謡
曲)』)

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。
Ａ

ａ
／
Ⅰ

【

結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否
―
形
見
の
品
な
し】

は
同
じ

『

古
今
集
注』

の
義
巻
と

信
巻
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
Ａ

ａ
／
Ⅱ

【

結
婚
な
し
―

結
婚
拒
否
―
形
見
の
品
あ
り】
は
、
中
世
竹
取
説
話
の
中
で
も
早
い
時
期
の
史
料
で
あ
る

『

海
道
記』

が
分
類
さ
れ
た
。
鶯
姫
の
呼
称
が
用
い

ら
れ
、
中
世
竹
取
説
話
研
究
に
お
い
て
重
要
な
史
料
で
あ
る
が
、
内
容
と
し
て
は
他
の
史
料
と
の
共
通
性
は
低
く
、
独
立
し
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
Ａ

ｂ

【

結
婚
な
し
―
記
述
な
し】

は

『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』

八
酒
縁
起
事
、『

国
名
風
土
記』

が
分
類
さ
れ
た
が
、
特
に
前

者
は
引
用
記
事
で
あ
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
説
話
と
し
て
の
本
来
的
な
意
味
は
失
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、『

国
名
風
土
記』

は
極

め
て
特
殊
で
あ
り
、
甲
斐
国
の
由
来
を
語
る
内
容
で
あ
る
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い
が
、
現
時
点
で
は

適
当
な
分
類
項
目
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
た
め
、
一
先
ず
保
留
と
し
た
い
。
Ａ

ｃ

【

結
婚
な
し
―
そ
の
他】

の

『

富
士
山

(

謡
曲)』

は
能
楽
に

取
り
込
ま
れ
た
中
世
竹
取
説
話
で
あ
る
。
他
の
類
す
る
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
独
立
し
た
グ
ル
ー
プ
と
い
え
よ
う
。

特
に
、
か
ぐ
や
姫
が
皇
女
に
召
さ
れ
る
と
い
う
展
開
は
、
他
の
説
話
に
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
展
開
が
能
楽
書
の
竹
取
説
話

の
特
徴
な
の
か
、
他
に
影
響
を
受
け
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
竹
取
説
話
史
料
の
発
見
に
期
待
さ
れ
る
。

以
上
、
Ａ

【

結
婚
な
し】

群
の
特
徴
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
何
れ
も
か
ぐ
や
姫
が
結
婚
し
な
い
と
い
う
展
開
に
お
い
て
は
、『

竹
取
物
語』

と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
は
何
れ
も
特
有
の
内
容
を
記
し
、
独
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
各
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
と
い
う

に
は
史
料
数
が
あ
ま
り
に
少
な
い
た
め
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

一)

七
五



続
い
て
、
Ｂ

【

結
婚
あ
り】

の
群
を
見
て
い
く
。
Ｂ
群
は
九
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

●５
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
孝
安
天
皇】

●６
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�
／
①

【

卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
欽
明
天
皇
―
浅
間
郡】

●７
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�
／
②

【

卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
欽
明
天
皇
―
富
士
郡
・
富
士
山
麓】

●８
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
天
智
天
皇】

●９
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�
／
①

【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
天
武
天
皇
―
浅
間
郡】

●�
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�
／
②

【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
天
武
天
皇
―
富
士
郡
・
富
士
山
麓】

●�
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
設
定
な
し】

●�
Ｂ

ａ
／
Ⅱ

【

卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
そ
の
他)】

●�
Ｂ

ｂ

【

結
婚
あ
り
―
翁】

ま
ず
、
帝
と
の
結
婚
が
記
さ
れ
、
鏡

(

＋
不
死
薬)

が
形
見
と
し
て
残
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
を
見
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
ま
ず
説
話
の
時
代
に
よ
っ

て
分
類
さ
れ
る
。
孝
安
天
皇
の
時
代
の
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
孝
安
天
皇】

は
、
す
べ
に
述
べ
た

よ
う
に
影
響
関
係
に
あ
る
史
料
二
件
が
分
類
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

続
い
て
欽
明
天
皇
の
時
代
を
舞
台
と
し
た
説
話
を
見
て
い
く
。
こ
の
場
合
、
説
話
の
舞
台
が
浅
間
郡
と
富
士
郡
・
富
士
山
麓
の
二
つ
に
分
か

れ
る
。
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�
／
①

【

卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
欽
明
天
皇
―
浅
間
郡】

は
先
行
の
田
口
守
氏
の

｢

鶯
姫
型
Ａ

類
Ⅰ
型｣

や
奥
津
春
雄
氏
の

｢

中
世
古
今
注
系｣

に
重
な
る
。
分
類
さ
れ
た
史
料
が
全
て
中
世
古
今
注
で
あ
る
う
え
、
文
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�
／
②

【

卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
欽
明
天
皇
―
富
士
郡
・
富
士
山
麓】

は
三
つ
の
史
料
が
分
類
さ
れ
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
内
容
で
あ
る
。
最
も
後
に
成
立
し
た

『

富
士
山
略
縁
起』

(
富
士
吉
田)

は
、
所
々

『

聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄』

に
近

似
し
た
表
現
が
見
受
け
ら
れ
、
同
一
の
史
料
を
見
た
等
の
関
係
性
が
指
摘
出
来
よ
う
。

七
六



Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
天
智
天
皇】

に
は

『

臥
雲
日
件
録
抜
尤』

の
み
が
分
類
さ
れ
た
。
史
料

が
五
山
僧
の
日
記
の
抄
出
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
る
と
、
他
の
五
山
関
連
の
史
料
に
中
世
竹
取
説
話
が
見
つ
か
る
こ
と
が
期
待
で
き
よ
う
が
、
現

時
点
で
は
未
見
で
あ
る
。

天
武
天
皇
の
時
代
を
舞
台
と
し
た
説
話
も
、
説
話
の
舞
台
が
浅
間
郡
と
富
士
郡
・
富
士
山
麓
に
分
か
れ
る
。
ま
ず
、
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�
／
①

【

卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
天
武
天
皇
―
浅
間
郡】

に
は

『

古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄』

と

『

塵
荊
抄』

が
分
類
さ
れ

た
。
両
者
は
非
常
に
似
た
文
で
記
さ
れ
、
特
に
説
話
の
結
末
の

｢

朱
雀
院
の
御
時
に
富
士
の
煙
の
中
か
ら
声
が
し
た｣

と
い
う
記
述
は
特
徴
と

し
て
認
め
ら
れ
よ
う
。
な
お
、『

古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄』

の
結
末
部
分
と
ほ
ぼ
同
文
が

『

聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄』

に
も
み
え
る
。
こ
の

よ
う
に
他
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
て
も
、
個
々
の
史
料
間
に
お
い
て
部
分
的
に
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ

る
。
続
い
て
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�
／
①

【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)

―
天
武
天
皇
―
富
士
郡
・
富
士
山
麓】

に
は

『

一
乗
拾
玉

抄』

と

『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄』

が
分
類
さ
れ
た
。
何
れ
も
法
華
経
の
直
談
書
で
あ
り
、
結
末
部
に

｢

四
条
の
重
阿｣

と
い
う
人
物
の
連
歌
を

引
く
な
ど
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

こ
こ
ま
で
、
説
話
の
時
代
に
拠
る
分
類
と
、
史
料
に
応
じ
て
説
話
の
舞
台
に
よ
る
分
類
を
加
え
た
グ
ル
ー
プ
を
見
て
来
た
。
次
の
Ｂ

ａ
／

Ⅰ
／�【
卵
生
―
結
婚
あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
不
死
薬)
―
設
定
な
し】

は
説
話
の
時
代
が
記
さ
れ
な
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に

は

『

和
歌
百
首
註』

(『

別
歌
百
首』)

の
み
が
分
類
さ
れ
た
。
本
文
は
短
い
が
、
説
話
の
時
代
が
記
さ
れ
な
い
点
以
外
は
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�
／
①

の
い
わ
ゆ
る
古
今
集
注
の
系
統
に
似
る
。
そ
の
一
方
で
、
古
今
集
注
の
竹
取
説
話
に
多
く
見
ら
れ
る
、
卵
に
光
を
伴
う
表
現
が
記
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

以
上
、
帝
と
の
結
婚
が
記
さ
れ
、
形
見
の
品
と
し
て
鏡

(

＋
不
死
薬)

が
残
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
を
見
て
来
た
。
Ｂ

ａ
／
Ⅱ

【

卵
生
―
結
婚

あ
り
―
帝
―
鏡

(

＋
そ
の
他)】

に
分
類
し
た

『

聖
徳
太
子
伝
正
法
論』

慶
応
本
は
、
形
見
の
品
が
他
の
竹
取
説
話
と
は
異
な
り
、
妃
宮

(

娘)

、

鏡
、
銀
の
簪
、
金
の
扇
が
残
さ
れ
る
。
聖
徳
太
子
に
関
わ
る
史
料
と
は
い
え
、
Ｂ

ａ
／
Ⅰ
／�
／
②
の

『

聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄』

と
は
異
な
っ

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

一)

七
七



た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

最
後
に
、
Ｂ

ｂ

【

結
婚
あ
り
―
翁】

は
翁
と
の
結
婚
が
記
さ
れ
る
と
い
う
非
常
に
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。『

歌
道
寄
合
肝
要
集』

の
み
が
分

類
さ
れ
、
独
立
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。『

歌
道
寄
合
肝
要
集』

は
連
歌
の
注
釈
書
で
あ
り
、
中
世
竹
取
説
話
の
他
に
も
、
光
源
氏
が
貴
船
で

鬼
に
遭
う
話
な
ど
、
珍
し
い
説
話
が
散
見
さ
れ
る
。
史
料
そ
の
も
の
の
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
卵
生
の
竹
取
説
話
二
十
二
件
の
新
た
な
分
類
方
法
を
試
み
た
。
既
存
の
分
類
法
で
は
、
分
類
で
き
な
い
史
料
が
あ
る
こ
と
、
そ

し
て

『

古
今
和
歌
集』
注
釈
書
な
ど
と
い
っ
た
史
料
の
ジ
ャ
ン
ル
に
拠
る
分
類
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
見
え
に
く
い
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。

今
回
、
記
さ
れ
る
場
合
が
多
い
要
素
を
上
位
の
分
類
に
設
定
し
て
分
類
し
た
こ
と
で
、
こ
う
し
た
問
題
に
は
対
処
出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
他
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
た
史
料
間
に
も
近
似
し
た
表
現
が
見
ら
れ
る
場
合
や
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
て
も
全
く
別
の
内
容
で
あ

る
場
合
が
あ
り
、
今
後
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
は
卵
生
の
中
世
竹
取
説
話
に
つ
い
て
分
類
を
行
っ
た
た
め
、
今
後
は
竹
生
の
中
世

竹
取
説
話
も
同
様
に
分
類
し
、
中
世
竹
取
説
話
全
体
を
捉
え
る
上
で
の
一
助
と
し
た
い
。

七
八



注

(

１)

以
下
、
本
稿
で
は
中
世
竹
取
説
話
と
称
す
る
。

(

２)

三
谷
栄
一
氏

｢

竹
取
翁
物
語
の
発
展｣

(

三
谷
栄
一

『

新
訂
版

物
語
文
学
史
論』
有
精
堂
、1965

所
収)

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

一)

七
九

Ｂ
結
婚
あ
り

Ａ
結
婚
な
し

分
類
型

〈
表
３〉

中
世
竹
取
説
話
分
類
表
―
卵
生
篇

ｂ
翁

ａ
帝

ｃ
そ
の
他

ｂ
記
述
な
し

ａ
結
婚
拒
否

結
婚
の
有
無

(

破
鏡)

Ⅱ
鏡
＋
そ
の
他

Ⅰ
鏡

(

＋
不
死
薬)

(

鏡
・
不
死
薬)

Ⅱ
形
見
の
品
あ
り

Ⅰ
形
見
の
品
な
し

形
見
の
品

(

欽
明)

�
設
定
な
し

�
天
武

�
天
智

�
欽
明

�
孝
安

天
智
／
な
し

時
代

(
か
ぬ
き
の
里)

(
駿
河
国)

(

駿
河
国)

②
富
士
郡
・
富
士
山
麓

①
浅
間
郡

(

富
士
山
麓)

②
富
士
郡
・
富
士
山
麓

①
浅
間
郡

(

駿
河
国
／
富
士
郡)

富
士
郡
／
甲
斐
国

舞
台

『

歌
道
寄
合
肝
要
集』

『

聖
徳
太
子
伝
正
法
論』

慶
応
本

『

和
歌
百
首
註』

『

一
乗
拾
玉
抄』

、『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄』

浄
明
鏡
事

『

古
今
和
歌
集
序
聞
書

三
流
抄』

、『

塵
荊
抄』

『

臥
雲
日
件
録
抜
尤』

『

了
誉
序
注』

、『

聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄』

、『

富
士
山
略
縁
起』

(

富
士
吉
田)

『

古
今
為
家
抄』

、『

頓
阿
序
注』

、『

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注』

『

和
漢
朗
詠
集
和
談
鈔』

、『

三
国
伝
記』

『

富
士
山

(

謡
曲)』

『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』

八
酒
縁
起
事
、『

国
名
風
土
記』

『

海
道
記』

『

古
今
集
注』

義
、『

古
今
集
注』

信

史
料
名



(

３)

田
口
守

｢

竹
取
物
語
と
中
世
竹
取
翁
伝
説

姫
の
結
婚
と
結
婚
拒
否
の
間｣

(『

中
古
文
学』

23

、1979/4)

(
４)

奥
津
春
雄

｢

中
世
竹
取
説
話｣

(

奥
津
春
雄

『

竹
取
物
語
の
研
究

達
成
と
変
容』

翰
林
書
房
、2000

所
収)

(
５)
黒
田
彰

｢『

三
国
伝
記』

と

『

和
漢
朗
詠
集
和
談
鈔』｣

(『

国
文
学』

、
関
西
大
学
国
文
学
会
、1981/12)

、｢『

三
国
伝
記』

と

『

和
漢
朗
詠
集
和
談

鈔』
(

二)｣
(『

国
文
学』

、
関
西
大
学
国
文
学
会
、1982/12)

(

６)

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集48

『

中
世
日
記
紀
行
集』

、
小
学
館
、2007

、52

頁

(

７)

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『

古
今
和
歌
集
注』

義
冊
、
函
架
番
号557･86

。
仮
名
序

｢

富
士
の
煙
に
人
を
恋
…
…｣

の
注
。

(

８)

書
誌
情
報
は
注
７
に
同
じ
。
巻
第
十
九
、
誹
諧
歌
、1046

番
歌
の
注
。

(

９)

注
５
に
同
じ
。

八
〇


